
平成２７年度 政務活動費 先進都市調査報告書

会派名 市政協同

議員名
我妻静夫・古澤孝市・徳中嗣史・金濱元一・岡田健一・南川達彦

黒光ひさ・鈴木和彦・早川昇三

調査実施年月日 平成２７年６月３０日（火）

調査先 自治体名等 秋田県 横手市 商工観光部 商業まちづくり課

調査項目
１． 地域づくり協議会について

２． 空き家対策について

調査目的
１． 地域づくり協議会の取り組みについて

２． 空き家対策の取り組みについて

報告内容

実施したこと

１ 視察先（市町村）の概要
人口 ： ９５，１７５ 人（Ｈ２７．４．１現在） 行政面積 ： ６９２．８０ ｋ㎡

２ 視察内容

１． 地域づくり協議会の取り組みについて

２． 空き家対策の取り組みについて

感想（まとめ）

本市へ生かせること等

１．地域づくり協議会の取り組みについて

横手市は、旧横手市と旧平鹿群の８市町村が合併して誕生した市で、面積

は約６９３㎢で東京２３区とほぼ同じ広さとなっています。このようなことから、

市町村合併に向けた協議において行政運営の激変緩和策と「地域の声が行

政に届かなくなる」と言う住民の不安解消を目的として、「地域協議会」を旧８

市町村単位に設置したのがはじまりです。

地域づくり協議会は、地域の皆様の意見を市政に反映すると同時に、地域

の皆様が主体的にまちづくりに取り組むことを目的とし、市内８地域に設置し

た組織で主な機能は、①市の様々な計画や施策についてご意見、ご提案をい

ただき、市政に反映すること。②自らの地域づくりについて協議をし、市長へ事

業立案を提案することとしております。また、地域づくり協議会からの立案事業

案は、横手市議会への提案⇒承認により、次年度、実現されることが大きな特

徴となっており、さらには各地域の活性化を図るために、各協議会で地域づく

り計画を策定し（H23～H25 までの）、「集落を活性化させるための支援策」や

「快適な環境づくり」、「地域の特産品を活かした活性化事業」などが盛り込ま

れています。また、この地域づくり計画に基づいた事業を“元気の出る地域づく

り事業”とし、事業実現のための予算として年間2億円を確保しています。地域

づくり協議会を「自らの地域課題や地域づくりに自らが主体的に取り組む体

制」と位置づけ、横手市全体の地域活性化に結びつけようと活動しています。



各地区の地域づくり協議会と市議会が協力し合って市の活性化に大きな力と

なっているようです。横手市の方が今後の予算削減について悩まれておられ

る様子でした。

室蘭市においても町の形成が沢ごとになっていることから、横手市のこの

ような取り組みを参考にしていきたいと思います。

２．空き家対策の取り組みについて

横手市では、平成２２年度シーズンの豪雪を踏まえ、平成２４年１月１日か

ら、空き家の所有者に空き家の適正な管理を促す「横手市空き家等の適正管

理に関する条例」を制定しました。平成２４年７月には老朽化した危険な空き家

の解体撤去を促進する制度を創設し、空き家を解体し更地にしても、地価が安

いために税金問題が取りざたされることなく順調に解体撤去がなされているよ

うでした。また、同年１１月には空き家の利活用を促す空き家バンク制度を制

定しました。さらに、平成２５年１月には横手市への移住を目指し市内空き家を

購入した方への支援策を立ち上げました。

また、平成２７年７月３１日現在、市には１７００棟を超える空き家があり、そ

の数は今後も増え続けることが予想されていることから平成２６年度に横手市

空き家等対策計画（暫定版）を策定し、平成２７年７月に市の空き家対策の総

合的な方針や当計画の内容等についてご協議いただく「横手市空家等対策協

議会」を設置いたしました。

また、横手市では空き家対策事業として移住を検討している市外の方への

パンフレットや空き家バンク制度のパンフレットを作成し空き家対策に取り組ん

でいます。

空き家バンクパンフレット 移住パンフレット

室蘭市においても空き家が多く、今後さらに増えることが予想されますこ

とから、横手市のこのような取り組みを参考にしていきたいと思います。


